

































































































































































































山 山 家 ヴ 一 戒 し




















に過ぎなかったと思われる。然しながら信仰心の有無またはその強弱を判断することはあまりにも困難であるが、造寺造仏・所領寄進・五山禅僧の一招聴などの行為は信仰心より生じた結果であると解釈すれば彼等にも柳かの禅宗に対する を持ち合せていたということになる。次に以上 様な観点から翠名氏の禅宗信仰について見ること する。
（1
）『関東評定伝』
（ 一 一 ）
葦名氏の禅宗信仰とはいっても光盛から盛重までの陪代宗主が


































（ 泰 時 ）
持向三浦矢部別庄云々、是駿河前司義村娘也、始為左京兆室生故（ 時 氏 ）修理売、後為盛連室為光盛・盛時・盛運等母一五々」（
3
〉とあって



































































































































































































仲良を示したものと思われる。これまでに寄進された末寺を総合して見る之、勝満ヒマ・一耐泉寺別当職・薬師堂・阿弥陀堂・観音堂などであり、これらは何れも所領を伴っており、これら末寺の住持は大光派たる実相寺住持 命に従い、年貢所当を微収管理する庄官的 立場にあったと忠われる。これら所領をもっ末寺の外に佐原十郎高明・左衛門尉基清・三善康秀・左衛門尉氏盛・大葉市万左衛門景兼・平井次郎三郎明秀・浄仙尼などが康安・貞治 康暦年間にそれぞれ所領寄進を行っている（号 然しながら大光派発展の基をなした富田氏に至っては一歩の地も寄せて ない。それは富田氏の所領が富田村近郊（郡山市）で府城若松からは遠隔であるため、取り集められた年貢の一部 寄ぜる現物的庇護によったためではなかったが、何 にしろ大光派 る実相寺は実名氏の信仰態度がその家臣に及ぼし主従あいまって盛りたてた禅院
L
し

















































































































































































































































































































































































































草 川 地 焦 土
、人






















































































































吟 十 社 一 訳
、










































































小 ぷ ほ 十 年 ） （ 一 氾 泊 二 年 ）
幸草津防興徳之主席、従丁州到辛未今抜春之季 応英租之佳招、再掛錫於瑞雲山、的呼川mu称不浅者乎（必）」と初住の一因縁 凶顧はしたものの定住することもなく再び席を起って那須雲岩寺に住した。大虫の去った興徳寺は淋し が盛氏は大源派との問に再び悶係を持ち始めた。永正十一年八月麟党の建立した勝方寺に対して天正七年に「越僧点山米住 葦名盛氏被附於寺産及山林若干（竺」とある如く点山との交渉があったらしく、禅に対する関心は技々ならぬものがあったと見られる。大虫が雲山石寺に住した翌年に盛氏は卒去し 悶紋浅から九盛氏の死 対 て



































































































































J一 － 同 十
h x
誠心不撰「閉山保立行状』
右同第一一一世述犬出「第二世市英行状』『新一相会比胤土記』在六凶、耶麻郡一一、 一不況守文書」右同「新刷会出夙土記』を 七お松凹、『会出風土記』「新川刷 洋風
hハ凹、耶麻郡一一「一不現寺文書』
『会注旧事雑考』
（ お ）（担）（ お ）（ お ）（ 幻 ）（ お ）（ 却 ）（ 却 ）（ 訂 ）（詑）（ お ）










（ お ）（部）（ 幻 ）（ お ）（
m U
） 
（ 却 ）（ 日 出 ）（ 必 ）（日目）（ 斜（羽）（判）（訂）






















－ － － 富 塚
嶺上之証人衆跡私考
ji
－ － ： ：
ji






－ － ： ： ： －
ji




















































































－ ： ・ ： ：
ji
－ － ： － －
ji
－ － ： ・ ： ： ： 二 三 六
著書・論文目録：：
ji
－ － ： ： ： ： ：
ji
－ ： ： ： ： ：
ji
－ － ： ・ 二 四 二
発表要旨ハ大会・例会・大学院）・：：：：：：：：・二五二会報・学的消息
ji
－ － ： ： ：
ji
－ － ： ： ： ： ：
ji
－ － － 二 七 一
五一 九
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